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１．橋梁長寿命化計画の背景と目的                              

１） 背景 

 平成 30 年 1 月現在、長柄町では５９橋の道路橋（橋長 2m 以上、側道橋も１橋で計上）

を管理しています。このうち、昭和 30 年～50 年頃の高度経済成長期に架けられた橋は今

後急速に高齢化が進むことで、従来の『傷んでから治す管理』を継続した場合、近い将来、

維持管理コストが膨大となり、道路利用者へ安全・安心なサービスを提供することが難しく

なります。  

   長柄町では、平成２４年度に定期点検を終えた全５９橋を対象として、平成２４年度に長寿命 

化修繕計画を策定し、平成２６年度～２９年度の４箇年で、９橋について補修および予防保全対 

策を実施し、事後保全型の維持管理から予防保全型の維持管理へと転換を図っているところ 

です。 

 ２）目的 

   今後も限られた年度予算の中で、安全性を確実に確保し、従来の『傷んでから治す管理』

から『傷みが小さいうちから計画的に修繕し、長寿命化（延命）させる管理』に移行するこ

とでコスト縮減を図ります。また、橋ごとに適切な手法を使い分ける管理で必要予算の

平準化を図るために、定期点検で得られた情報に基づき長寿命化修繕更新計画を策定

します。 

  

  橋令別の橋梁数分布（2017 年現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化橋梁の増加 

 

 

 

 

 

 

 

   今後２０年で、建設後５０年以上を経過する老朽化橋梁は全体の約６割となり、膨大な維

持管理費が必要となることが予想されます。 
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 ２．長柄町の橋梁の状況                                       

 

 １）管理橋梁の内訳 

  長柄町は、５９橋の橋梁を管理しています。橋梁の規模にかかわらず、全橋梁を対

象として計画的に管理しています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  橋数では１５ｍ未満の橋梁とボックスカルバートが約８割を占め、圧倒的に多いの 

ですが、橋長で整理すると、１５ｍ以上（１００ｍ以上の橋梁を含む）の橋梁で６３ 

％を占めており、これらに多額の維持管理費が必要となることが今後の維持管理上の 

課題となっています。 
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                                                                                               橋長 100ｍ以上の 2 橋 外観写真 

                                                                                      

 

                                                                                                                            

 

 

長寿命化修繕計画対象橋梁一覧表 
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 ３．長寿命化修繕計画にあたっての基本方針                                   

   

 （１）計画の期間 

      計画の期間は 30 年とし、直近 10 年における修繕対策橋梁と対策工法、事業費を把握し

ます。（2018 年～2047 年） 

 

 （２）健全度の把握および日常的な維持管理 

   １） 橋梁点検要領（案）に基づき、原則として 5 年に 1 回の定期点検を実施し、橋

梁の健全度を的確に把握します。【千葉県橋梁点検要領（案） H29.5 千葉県県土整備部道

路環境課】 

 

   ２） 橋梁を健全な状態に維持するため、定期点検に加え、職員の日常パトロールに

よる通常の点検を継続的に実施し、橋梁の状況を早期かつ的確に把握し、早期に維

持管理を実施することで道路交通の安全性を確保します。 

    

 （３）予防保全型の修繕計画 

   １） 損傷が重度に進行してから維持管理をおこなう従来の対症療法的な維持管理か

ら、劣化の進行を予測し、損傷が深刻化する前に修繕を行う予防保全的な維持管

理に転換し、計画的な維持管理を行うことで橋梁の長寿命化を図ります。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２） 維持管理の優先度を決めるにあたり、健全度に加え、橋梁の利用状況や重要度

等の諸元も考慮した優先順位付けによる計画策定をおこないます。 

 

   ３） 計画的な維持管理を行うことで、維持管理のコスト縮減と財政負担が集中しな

いよう予算の平準化を図ります。 

 

   なお、本『長寿命化修繕計画』における修繕は、耐震補強は対象外とし、修繕に対す

る要求性能は建設当時の性能までの回復を基本としています。 
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 （４）対策の優先順位 

    点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図れるよう必要な措置を講じます。対 

策の優先順位の考え方として、下記について勘案し、計画的に補修を行っていきます。 

 

   （１）健全性が低い橋を優先します。 

  （２）路線の重要度、代替路線の有無等によって優先順位を定めます。 

 

１） 限られた予算の中で、橋の長寿命化を図るには、対策の優先順位の考え方を定め 

ておくことが重要になります。健全性の違いは、修繕費や工事の規模に与える影響

が大きいため、優先順位を定める重要な要因となります。 

 

２） 健全性が同じ場合、路線の重要度、代替路線（迂回路）の有無等を目安として優 

先順位を決定することを基本とします。 
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４．これまでの点検と計画策定状況                                     

   

  第１期計画（平成２４年度）に対する橋梁の修繕進捗状況は、下表に示す様に平成 

２９年度末までの計画における修繕進捗率は８５％となっています。 

  

国土交通省による橋長１５ｍ以上の｢都道府県別長寿命化修繕計画に基づく修繕実 

施状況（平成２５年４月時点）｣では、全国平均は２６％、最も進捗が高い県で６６と 

発表されています。従って、長柄町における修繕実施率はおおむね順調に推移してい 

るものと評価できます。 
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５．長寿命化計画の更新計画                                    

  

  計画の更新では、対象橋梁５９橋を対象に平成２６年度の国土交通省の省令・告示

に合わせた健全度の細分化をした上で、新たに補修の優先順位を設定し、道路橋全

体の安全性が確保出来るよう計画を更新します。 

 また、定期点検の義務化に伴い、近接目視による点検結果を踏まえ、より的確な補

修が可能となります。５年周期でおこなう定期点検の結果を反映し、随時計画を見

直していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １）健全性の診断結果 

  これまでの点検では、橋の規模などによって損傷評価基準が異なり、評価がまちま

ちでしたが、上記の国土交通省による告示により一元化されました。これに合わせ

健全性Ⅰ～Ⅳの４段階評価に統一しました。 

 判定区分の結果、緊急的に措置が必要な橋（判定区分Ⅳ）はありませんでした。ま

た、次回定期点検までに（５年程度以内）補修が必要な橋梁は２橋、予防保全的観

点から補修が望ましい橋梁は９橋となっています。 
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長寿命化修繕計画策定の対象橋梁となる 59 橋の点検結果を総括すると下表のとおりです。 

 

 

橋梁諸元・点検結果総括表 
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６．橋梁長寿命化修繕計画によるコスト縮減効果                                       

 

 予防保全を基本とした橋梁長寿命化修繕計画の実施により、従来の事後保全的な管理と比

較し、今後 30 年間で約 13 億円のコスト縮減が見込めます。 

 

長寿命化修繕計画を策定する 59 橋について，今後 30 年間の事業費を比較すると，従来の

対症療法型が 22 億円に対し，長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が 9 億円となり，コ

スト縮減効果は 13 億円となります。 

また，損傷に起因する通行制限等が減少し，道路の安全性・信頼性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト縮減効果 

13 億円 
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■ 橋梁グループ分け   

各橋梁の管理シナリオは、下表に示す３つのグループに分類しています。 

 

 

修繕計画の橋梁管理シナリオ 
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 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期および修繕時期 

 （30 年の計画期間のうち、直近１０年における修繕対象橋梁と年間事業費を以下の表に示す） 
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７．学識経験者による意見聴取                                               

  

   この計画は、木更津工業高等専門学校 環境都市工学科 橋構造 佐藤恒明名誉教授 

   に助言をいただいております。 

  

 

 

                              

【検討会の会議風景】 

 

 

 

  【検討会出席者】 

  ◎佐藤名誉教授 

                         ◎長柄町建設環境課 

                                                  内藤課長 

 山越課長補佐 

河野主査 

   松井主査補 

  上代主事 

   

 ◎和合建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

  

  

                                 

 

長寿命化修繕計画策定部署及び問合わせ先 

長柄町役場 建設環境課 道路河川係 

〒297-0298 千葉県長生郡長柄町桜谷 712 番地 

  TEL ０４７５（３５）２１１４（直通） 

  FAX ０４７５（３５）４７４３ 
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